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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上Rogge
ロ ゲ ー

 
世界ハイブリッド証券ファンド 

（通貨選択型） 
資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

 
運用報告書（全体版） 

 
第124期（決算日 2022年４月18日） 
第125期（決算日 2022年５月17日） 
第126期（決算日 2022年６月17日） 
第127期（決算日 2022年７月19日） 
第128期（決算日 2022年８月17日） 
第129期（決算日 2022年９月20日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッ

ド証券ファンド（通貨選択型）資源国

通貨バスケットコース（毎月分配型）」

は、このたび、第129期の決算を行いま

したので、第124期～第129期の運用状

況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／債券 

（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2011年11月８日から2026年９月17日 

運用方針 
安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を目指し
て運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東京海上Rogge 
世界ハイブリッド 
証券ファンド 

（通貨選択型） 
資源国通貨 
バスケットコース 

（毎月分配型） 

主に世界の金融機関が発行する
ハイブリッド証券（劣後債、優先
出資証券など）等を投資対象と
する外国投資信託「東京海上ス
トラテジック・トラスト－東京
海上Roggeグローバル・ハイブ
リッド・セキュリティーズ・ファ
ンド－資源国通貨バスケットク
ラス」と、主に円建て短期公社債
およびコマーシャル・ペーパー
等に投資する親投資信託「東京
海上マネーマザーファンド」を
主要投資対象とします。 

 

東京海上ストラテジック・ 
トラスト－東京海上Rogge 
グローバル・ハイブリッド・ 
セキュリティーズ・ファンド 
－資源国通貨バスケットクラス 

世界の金融機関が発行するハイ
ブリッド証券等を主要投資対象
とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

円建て短期公社債およびコマー
シャル・ペーパーなどを主要投
資対象とします。 

投資制限 

東京海上Rogge 
世界ハイブリッド 
証券ファンド 

（通貨選択型） 
資源国通貨 
バスケットコース 

（毎月分配型） 

・株式への直接投資は行いま
せん。 

・外貨建資産への実質投資割合
には制限を設けません。 

・投資信託証券への投資割合に
は制限を設けません。 

 

東京海上ストラテジック・ 
トラスト－東京海上Rogge 
グローバル・ハイブリッド・ 
セキュリティーズ・ファンド 
－資源国通貨バスケットクラス 

原則として、純資産総額の10％
を超える借入れは行わないもの
とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

・株式への投資は行いません。 
・外貨建資産への投資は、円貨
で約定し円貨で決済するもの
（為替リスクの生じないもの）
に限ります。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた
配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等から、
基準価額の水準、市況動向等を勘案して分配を行う方
針です。ただし、分配対象額が少額の場合等には、収益
分配を行わないことがあります。収益の分配に充当せ
ず、信託財産内に留保した利益については、運用の基本
方針に基づいて運用を行います。  
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

100期(2020年４月17日) 4,879 80 △ 1.6 0.0 99.3 59 

101期(2020年５月18日) 4,680 80 △ 2.4 0.0 98.7 57 

102期(2020年６月17日) 5,193 80 12.7 0.0 99.1 64 

103期(2020年７月17日) 5,220 80 2.1 0.0 98.7 64 

104期(2020年８月17日) 5,150 80 0.2 0.0 99.1 63 

105期(2020年９月17日) 5,210 80 2.7 0.0 98.6 33 

106期(2020年10月19日) 4,967 80 △ 3.1 0.0 98.8 32 

107期(2020年11月17日) 5,150 80 5.3 0.0 99.1 33 

108期(2020年12月17日) 5,287 80 4.2 0.0 99.2 81 

109期(2021年１月18日) 5,182 80 △ 0.5 0.0 98.3 80 

110期(2021年２月17日) 5,261 80 3.1 0.0 98.7 96 

111期(2021年３月17日) 5,173 80 △ 0.2 0.0 99.2 95 

112期(2021年４月19日) 5,172 80 1.5 0.0 99.3 96 

113期(2021年５月17日) 5,263 80 3.3 0.0 99.2 98 

114期(2021年６月17日) 5,393 80 4.0 0.0 99.0 102 

115期(2021年７月19日) 5,204 80 △ 2.0 0.0 98.9 96 

116期(2021年８月17日) 5,004 80 △ 2.3 0.0 98.4 92 

117期(2021年９月17日) 4,961 80 0.7 0.0 98.3 92 

118期(2021年10月18日) 4,988 80 2.2 0.0 98.8 92 

119期(2021年11月17日) 4,796 80 △ 2.2 0.0 98.6 94 

120期(2021年12月17日) 4,596 80 △ 2.5 0.0 99.3 90 

121期(2022年１月17日) 4,566 80 1.1 0.0 98.2 48 

122期(2022年２月17日) 4,575 30 0.9 0.0 97.9 50 

123期(2022年３月17日) 4,593 30 1.0 0.0 99.3 48 

124期(2022年４月18日) 5,017 30 9.9 0.0 98.0 52 

125期(2022年５月17日) 4,618 30 △ 7.4 0.0 97.7 48 

126期(2022年６月17日) 4,583 30 △ 0.1 0.0 98.3 47 

127期(2022年７月19日) 4,576 30 0.5 0.0 98.3 45 

128期(2022年８月17日) 4,730 30 4.0 0.0 98.3 28 

129期(2022年９月20日) 4,587 30 △ 2.4 0.0 98.4 27 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第124期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年３月17日 4,593 － 0.0 99.3 

３月末 4,998 8.8 0.0 99.0 

(期  末)     

2022年４月18日 5,047 9.9 0.0 98.0 

第125期 

(期  首)     

2022年４月18日 5,017 － 0.0 98.0 

４月末 4,743 △5.5 0.0 97.8 

(期  末)     

2022年５月17日 4,648 △7.4 0.0 97.7 

第126期 

(期  首)     

2022年５月17日 4,618 － 0.0 97.7 

５月末 4,802 4.0 0.0 97.8 

(期  末)     

2022年６月17日 4,613 △0.1 0.0 98.3 

第127期 

(期  首)     

2022年６月17日 4,583 － 0.0 98.3 

６月末 4,645 1.4 0.0 98.3 

(期  末)     

2022年７月19日 4,606 0.5 0.0 98.3 

第128期 

(期  首)     

2022年７月19日 4,576 － 0.0 98.3 

７月末 4,680 2.3 0.0 97.6 

(期  末)     

2022年８月17日 4,760 4.0 0.0 98.3 

第129期 

(期  首)     

2022年８月17日 4,730 － 0.0 98.3 

８月末 4,717 △0.3 0.0 98.4 

(期  末)     

2022年９月20日 4,617 △2.4 0.0 98.4 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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○運用経過 (2022年３月18日～2022年９月20日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年３月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・ハイブリッド証券の利息収入 

・豪ドル、ブラジル・レアルが対円で上昇したこと 

・原資産通貨売り／資源国通貨バスケット（豪ドル、ブラジル・レアル、南アフリカ・ランドをおおむね３分の１ずつ）買

いの為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益） 

 

マイナス要因 

・インフレの進行に伴う政策金利の引き上げなどを背景とした主要先進国の国債利回りの上昇（債券価格は下落） 

・政策金利の引き上げを受けた世界的な景気後退懸念の高まりなどを背景としたハイブリッド証券のスプレッド（国債と

の利回り格差）の拡大 
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■投資環境 
【外国債券市場】 

当作成期、米国債利回りは上昇しました。作成期初、インフレの進行によりFRB（米連邦準備制度理事会）が政策金利を
引き上げ、金融引き締めに積極的な姿勢を示したことなどを背景に米国債利回りは上昇しました。その後、米国小売企業の
決算や経済指標などが軟調であったことや景気後退への懸念などから米国債利回りは低下する場面があったものの、ジャ

クソンホール会議でのパウエルFRB議長のインフレ抑制を重視する姿勢や米国CPI（消費者物価指数）などの経済指標が事前
予想を上回ったことから作成期末にかけて上昇しました。 
ユーロ圏の国債利回りは上昇しました。作成期前半、インフレの進行によりECB（欧州中央銀行）が金融政策正常化前倒

しの姿勢を示したことから、ユーロ圏の国債利回りは上昇しました。作成期半ば以降、ユーロ圏への天然ガス供給の減少や
景況感指数の悪化などから景気後退が懸念され、ユーロ圏の国債利回りは低下しましたが、その後、インフレのさらなる進
行によりECBが金融引き締めに積極的な姿勢を示したことから上昇しました。 

英国債利回りは上昇しました。作成期前半、インフレの進行に伴うBOE（イングランド銀行）の金融引き締め姿勢から、
英国債利回りは上昇しました。作成期半ば以降、世界的な景気減速懸念から英国債利回りは低下する場面はあったものの、
その後はインフレの続伸によるBOEの金融引き締めに積極的な姿勢などから上昇しました。 

 
【ハイブリッド証券市場】 

当作成期、ハイブリッド証券の価格は下落しました。資源高やインフレの進行、主要中央銀行による金融政策正常化の前

倒しやそれに伴う景気減速への懸念などから、ハイブリッド証券のスプレッドは拡大しました。 
 

【為替市場】 

資源国通貨バスケットのうち、豪ドルとブラジル・レアルは対円で上昇、南アフリカ・ランドはおおむね横ばいとなりま
した。 

豪ドルは、中国のロックダウン（都市封鎖）による商品需要の減少が懸念され円高豪ドル安となる場面はあったものの、
日銀が緩和的な金融政策を維持するなか、商品価格の上昇や好調な経済指標を受けたRBA（オーストラリア準備銀行）によ
る利上げの前倒し観測などを背景に円安豪ドル高が進行しました。ブラジル・レアルは、作成期初、商品価格や物価の大幅

な上昇を背景にブラジル中央銀行が利上げを前倒しした一方、日銀は緩和的な金融政策を維持したことなどから円安ブラ
ジル・レアル高となりました。その後、今後の利上げ幅を縮小する観測が高まったことや歳出上限撤廃による財政悪化懸念
などから円高ブラジル・レアル安となる場面もありましたが、堅調な経済成長などを背景に円安ブラジル・レアル高が進行

しました。南アフリカ・ランドは、作成期間を通じておおむね横ばいとなりました。 
 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上Rogge世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型） 資源国通貨バスケットコース（毎月分配型）＞ 

当ファンドは、「東京海上ストラテジック・トラスト－東京海上Roggeグローバル・ハイブリッド・セキュリティーズ・ファ
ンド－資源国通貨バスケットクラス」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネーマザーファンド」（以下、親投資
信託）を投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、外国投資信託証券の値動きを反映し、3.8％上昇しました。 
 

＜外国投資信託証券＞ 

作成期間を通じて、ハイブリッド証券等の組入比率を高位に維持しました。 
当作成期は、発表された経済指標や主要中央銀行による金融政策の動向などが相場変動の要因となるなか、発行体の財務

状況を改めて精査し、市場流動性などを勘案して運用しました。 
通貨比率は、原資産通貨売り／資源国通貨バスケット買いの為替取引を行い、資源国通貨バスケットの通貨比率を高位に

保つ運用を行いました。 

以上のような運用の結果、基準価額（分配金再投資）は上昇しました。 
 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視し、地方債を中心とする円建て短期公社債に投資してプラスの収益の確保に努めました。そ
の結果、基準価額はおおむね横ばいで推移しました。   
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■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第124期 第125期 第126期 第127期 第128期 第129期 

2022年３月18日～ 
2022年４月18日 

2022年４月19日～ 
2022年５月17日 

2022年５月18日～ 
2022年６月17日 

2022年６月18日～ 
2022年７月19日 

2022年７月20日～ 
2022年８月17日 

2022年８月18日～ 
2022年９月20日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.594％ 0.645％ 0.650％ 0.651％ 0.630％ 0.650％ 

 当期の収益 30  27  27  25  30  20  

 当期の収益以外 －  2  2  5  －  10  

翌期繰越分配対象額 3,067  3,065  3,063  3,061  3,062  3,059  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上Rogge世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型） 資源国通貨バスケットコース（毎月分配型）＞ 

外国投資信託証券および親投資信託を投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちます。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

米国では当面の間インフレ率は高止まりすると考えており、高インフレへの対応として、FRBが継続的に政策金利を引き

上げる姿勢を示していることから、景気減速懸念が高まる可能性があると考えます。また、欧州でも、ロシアのウクライナ

侵攻の影響やインフレに対する懸念が根強く、ECBが金融引き締めを行う姿勢を明確にしていることから、景気減速懸念が

高まる可能性があると考えます。 

今後も米国や欧州のインフレ動向や金融政策には注意する必要があるものの、これまでの金利上昇を背景に金融機関の

収益性が改善する可能性があることなどが市場のサポート要因になると考えます。 

このような市場環境下、財務状況が健全と考える米国、英国、ユーロ圏、北欧などの金融機関を中心に引き続き財務状況

を精査し、ハイブリッド証券等の組入比率について現在の水準を維持する方針です。 

通貨比率については、原資産通貨売り／資源国通貨バスケット買いの為替取引を行い、資源国通貨バスケットの通貨比率

を高位に保つ運用を行います。 

 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な金融政策を継続するとの見方から、マイナス水準にとどまると予想しています。 

このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て短期公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象と

して運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年３月18日～2022年９月20日) 

項 目 
第124期～第129期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 25  0.520  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 8)  (0.158)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (17)  (0.349)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.005   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 25   0.525    

作成期間の平均基準価額は、4,764円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.21％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
（注） 投資先ファンドの費用は、「東京海上ストラテジック・トラスト－東京海上Roggeグローバル・ハイブリッド・セキュリティーズ・ファ

ンド」の費用を基に算出しています。 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

○売買及び取引の状況 (2022年３月18日～2022年９月20日) 

 

 

銘 柄 
第124期～第129期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

   千口  千円  千口 千円  

外  国 
(邦貨建) 

ケイマン 
東京海上ストラテジック・トラスト－東京海上Rogge 
グローバル・ハイブリッド・セキュリティーズ・ 
フ ァ ン ド － 資 源 国 通 貨 バ ス ケ ッ ト ク ラ ス 

－  －  4 21,400  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月18日～2022年９月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年９月20日現在) 

 

銘 柄 
第123期末 第129期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 
東京海上ストラテジック・トラスト－東京海上Rogge 
グローバル・ハイブリッド・セキュリティーズ・ 
フ ァ ン ド － 資 源 国 通 貨 バ ス ケ ッ ト ク ラ ス 

9 5 27,052 98.4 

合 計 9 5 27,052 98.4 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第123期末 第129期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上マネーマザーファンド 9 9 10 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

○投資信託財産の構成 (2022年９月20日現在) 

項 目 
第129期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 27,052 97.6 

東京海上マネーマザーファンド 10 0.0 

コール・ローン等、その他 649 2.4 

投資信託財産総額 27,711 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第124期末 第125期末 第126期末 第127期末 第128期末 第129期末 

2022年４月18日現在 2022年５月17日現在 2022年６月17日現在 2022年７月19日現在 2022年８月17日現在 2022年９月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 52,478,275   48,374,789   47,782,461   46,243,836   28,568,787   27,711,391   

 コール・ローン等 1,409,860   1,431,921   1,161,310   1,129,368   668,265   648,899   

 投資信託受益証券(評価額) 51,058,385   46,932,837   46,611,120   45,104,437   27,890,491   27,052,461   

 東京海上マネーマザーファンド(評価額) 10,030   10,031   10,031   10,031   10,031   10,031   

(B) 負債 358,026   352,783   353,737   342,689   204,924   206,693   

 未払収益分配金 311,689   311,982   310,478   300,928   179,916   179,873   

 未払信託報酬 45,862   40,379   42,809   41,331   24,756   26,547   

 未払利息 －   －   1   －   －   1   

 その他未払費用 475   422   449   430   252   272   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 52,120,249   48,022,006   47,428,724   45,901,147   28,363,863   27,504,698   

 元本 103,896,581   103,994,079   103,492,746   100,309,442   59,972,136   59,957,923   

 次期繰越損益金 △ 51,776,332   △ 55,972,073   △ 56,064,022   △ 54,408,295   △31,608,273   △32,453,225   

(D) 受益権総口数 103,896,581口 103,994,079口 103,492,746口 100,309,442口 59,972,136口 59,957,923口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,017円 4,618円 4,583円 4,576円 4,730円 4,587円 
 

（注） 当ファンドの第124期首元本額は105,910,074円、第124～129期中追加設定元本額は730,927円、第124～129期中一部解約元本額は

46,683,078円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

○損益の状況 

項 目 
第124期 第125期 第126期 第127期 第128期 第129期 

2022年３月18日～ 
2022年４月18日 

2022年４月19日～ 
2022年５月17日 

2022年５月18日～ 
2022年６月17日 

2022年６月18日～ 
2022年７月19日 

2022年７月20日～ 
2022年８月17日 

2022年８月18日～ 
2022年９月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 335,138   331,173   329,679   320,783   191,700   191,699   

 受取配当金 335,141   331,179   329,699   320,800   191,706   191,706   

 受取利息 －   －   －   1   －   －   

 支払利息 △         3   △         6   △        20   △        18   △         6   △         7   

(B) 有価証券売買損益 4,428,549   △ 4,125,547   △   337,718   △    46,913   932,827   △   837,453   

 売買益 4,459,664   1   －   37,882   981,066   575   

 売買損 △    31,115   △ 4,125,548   △   337,718   △    84,795   △    48,239   △   838,028   

(C) 信託報酬等 △    46,337   △    40,801   △    43,258   △    41,761   △    25,008   △    26,819   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,717,350   △ 3,835,175   △    51,297   232,109   1,099,519   △   672,573   

(E) 前期繰越損益金 △10,161,154   △ 5,755,493   △ 9,842,543   △ 9,875,668   △ 5,907,434   △ 4,979,651   

(F) 追加信託差損益金 △46,020,839   △46,069,423   △45,859,704   △44,463,808   △26,620,442   △26,621,128   

 (配当等相当額) (  31,104,021)  (  31,133,935)  (  30,984,786)  (  30,032,772)  (  17,925,617)  (  17,921,988)  

 (売買損益相当額) (△77,124,860)  (△77,203,358)  (△76,844,490)  (△74,496,580)  (△44,546,059)  (△44,543,116)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △51,464,643   △55,660,091   △55,753,544   △54,107,367   △31,428,357   △32,273,352   

(H) 収益分配金 △   311,689   △   311,982   △   310,478   △   300,928   △   179,916   △   179,873   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △51,776,332   △55,972,073   △56,064,022   △54,408,295   △31,608,273   △32,453,225   

 追加信託差損益金 △46,020,839   △46,069,423   △45,859,704   △44,513,963   △26,620,442   △26,681,086   

 (配当等相当額) (  31,104,021)  (  31,133,935)  (  30,984,786)  (  29,982,617)  (  17,925,617)  (  17,862,030)  

 (売買損益相当額) (△77,124,860)  (△77,203,358)  (△76,844,490)  (△74,496,580)  (△44,546,059)  (△44,543,116)  

 分配準備積立金 770,566   748,959   720,359   725,411   440,629   484,873   

 繰越損益金 △ 6,526,059   △10,651,609   △10,924,677   △10,619,743   △ 5,428,460   △ 6,257,012   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第124期 第125期 第126期 第127期 第128期 第129期 

2022年３月18日～ 
2022年４月18日 

2022年４月19日～ 
2022年５月17日 

2022年５月18日～ 
2022年６月17日 

2022年６月18日～ 
2022年７月19日 

2022年７月20日～ 
2022年８月17日 

2022年８月18日～ 
2022年９月20日 

a. 配当等収益(費用控除後) 331,880円 290,375円 286,424円 279,025円 187,436円 164,882円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 31,104,021円 31,133,935円 30,984,786円 30,032,772円 17,925,617円 17,921,988円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 750,375円 770,566円 744,413円 697,159円 433,109円 439,906円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 32,186,276円 32,194,876円 32,015,623円 31,008,956円 18,546,162円 18,526,776円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,097円 3,095円 3,093円 3,091円 3,092円 3,089円 

g. 分配金 311,689円 311,982円 310,478円 300,928円 179,916円 179,873円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

世界ハイブリッド証券ファンド（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月分配型） 

○分配金のお知らせ  

 第124期 第125期 第126期 第127期 第128期 第129期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2022年９月20日現在) 

＜東京海上マネーマザーファンド＞ 
 下記は、東京海上マネーマザーファンド全体(8,340千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

第129期末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
3,000 3,002 35.6 － － － 35.6  

(3,000) (3,002) (35.6) (－) (－) (－) (35.6) 

特殊債券 
(除く金融債) 

3,000 3,005 35.6 － － － 35.6  

(3,000) (3,005) (35.6) (－) (－) (－) (35.6) 

合 計 
6,000 6,008 71.2 － － － 71.2  

(6,000) (6,008) (71.2) (－) (－) (－) (71.2) 
 

（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
第129期末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
平成24年度第１回大分県公募公債 0.8 3,000 3,002 2022/10/31 

小 計  3,000 3,002  
特殊債券(除く金融債)     
第43回政府保証地方公共団体金融機構債券 0.734 3,000 3,005 2022/12/16 

小 計  3,000 3,005  
合 計  6,000 6,008   

（注） 株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。 

 

国内公社債 
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